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研究題目
肥満関連遺伝子多型を背景とするヒトiPS細胞由来褐色脂肪細胞を用いた抗肥満効果

をもたらす機能性食品成分の探索
研究期間
（西暦）

　　　  2025年 2月 1 日～ 2027年3月31日

研究目的と意義

　我が国の20歳以上の日本人の肥満の割合は、男性：33%、女性：22%とされている。肥満は生活習慣病の要因であり、特に先進国において
社会的にも取り組むべき問題である。日本人の肥満に関係する肥満遺伝子変異としてベータ3 アドレナリン受容体(β3AR)、脱共役蛋白質-1
(UCP1)、ベータ2 アドレナリン受容体 (β2AR)の1塩基多型変異が知られている。
 褐色脂肪組織は、高効率な脂肪燃焼の場として近年、抗肥満の観点から注目されている。東京科学大学はiPS細胞を褐色脂肪細胞へ分化
誘導させる技術を所有しており、我が社との共同研究で肥満遺伝子変異を背景とした褐色脂肪細胞を活性化させる各種食品機能性成分の
探索が進行している。現在未樹立であるβ2AR変異型について、東北メディカル・メガバンク機構の豊富な試料から該当する変異を保有する
単核球を選出してiPS細胞を樹立する。全ての変異型を対象に試験を実施し、当該研究の完遂を目指す。
本研究の実施により、日本人の体質に合った食品機能成分の発見につながり、生活習慣病や抗肥満対策へ貢献できることが期待される。
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情報に関してはデータ漏洩が発生しないようToMMoのセキュリティ・ポリシーに沿って、研究に関わる者以外のアクセスができない環境に保存
する。

これまでの倫理審
査等の経過および

主な議論

辻　健太郎 基礎研究ユニット

2025 年 7月 9日付けでディーエイチシー倫理審査委員会の承認を受けている。
試験期間の変更について、2026年1月8日付けでディーエイチシー倫理審査委員会の承認を受けている。

期待される成果
本研究の実施により、日本人の体質に合った食品機能成分の発見につながり、その効果の作用機序解析は被災地住民を含めた多くの方に
対して生活習慣病や抗肥満対策へ貢献できることが期待される。将来的には、個人の体質に合わせた効果が得られるテーラーメードのサプ
リメントの提供などが可能になると考えられる。

　対象：　■地域住民コホート調査　　■三世代コホート調査

　試料：　□ DNA　　□ 血漿　　□ 血清　　□ 尿　　□ 母乳　　■単核球　　□ EBV不死化細胞　　□ 増殖T細胞

　情報：  ■基本情報　　■ 調査票情報　　■ 検体検査情報　　■ 特定健康診査情報　　■ 生理機能検査情報
　　　　　 □ メタボローム解析情報　　□ マイクロバイオーム情報　　□ 認知・心理検査情報　　□ MRI画像解析情報　　□ MRI画像情報
　　　　　 □ 全ゲノム解析情報（全て）　　□全ゲノム解析情報（特定領域）　　□ SNPアレイ情報（全て）　　□SNPアレイ情報（特定領域）
　　　　　 ■ その他の情報（3.0.×全ゲノム解析情報15K）

研究計画概要

1.iPS細胞の樹立
肥満遺伝子変異を背景とするiPS細胞は、変異無型(コントロール検体)、β3AR変異型、UCP1変異型については既に樹立が完了しているの
で、β2AR変異株を株式会社ディーエイチシーからの検体提供者と東北メディカル・メガバンク機構からの譲渡検体を使用して作成予定であ
る。iPS細胞の作製は、分担機関である東京科学大学で実施する。
 検体は、センダイウィルスベクターキットによる方法1)に基づいてiPS細胞の作成が進められる。
2.樹立したiPS細胞の褐色脂肪細胞への分化誘導と機能性食品成分のスクリーニング
　東京科学大学が開発した方法2)に準じてiPS細胞を褐色脂肪細胞に分化させ、肥満に効果があるとされている機能性食品成分を添加し、褐
色脂肪細胞のマーカー因子であるUCP１遺伝子の発現量を調べてその活性化を評価する。変異無型、β3AR変異型、UCP1変異型、β2AR
変異型の各遺伝子変異型に対応した成分を同定する予定である。
「文献・参考資料」
１）iPS細胞作製用センダイウィルスベクターキット「CytoTUne-iPS 2.0」使用説明書, ID Pharma社
2) Nishio M et al. : Production of Functional Classical Brown Adipocytes from Human Pluripotent Stem Cells using Specific Hemopoietin
Cocktail without Gene Transfer. Cell Metab.,5;16(3) 394-406 (2012)
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